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今年の植林ツアーは、8月 28日から 9月 5日まで、

バガン近郊の２つの新しい村でたくさんの村人の参加

を得て行われました。 

 チョーカン村に 712本 

チョーカン村は、旧バガンの町から南東 10 km〈バ

スで約 40 分〉のところにあり、この一帯ではもっとも大

きな村です。人口は 473 所帯、2014 人が住んでいま

す。まだ電気は来ていませんが、小学校と中学校があ

り、生徒数は、２００名以上が勉強しています。植林の

場所は 2か所に分かれており、村人と一緒に共有地に

659本を、また子供達と一緒に校庭に 53本を植林しま

した。 

 

共有地での植林は、参加した約 200 名の村人が非

常に熱心で、659本の植林は約 40分であっという間に

終わりました。植林作業は「マンゴ－」「メロン」「パパイ

ヤ」の 3 班に分かれ、「よーいドン」で一斉に始まりまし

たが、村人の熱意は高く、どんどん自分たちで植林し

ていくので、日本人参加者はついて行くのがやっとの

思いでした。 

 

また、学校の校庭は、約 50 名の生徒が参加し、53

本をあっと言う間に終わらせることができました。こん

なに早く植林が終わったのは初めてのことでした。 
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 ウエスト・パッソ―村に 310本 

ウエスト・パッソ－村はイースト・パッソ―村の北側に

位置しており、人口は 150所帯、700人です。村には小

学校と中学校があり、生徒数の約 70％が近隣の村々

からの通学者です。植林は 3 か所で行われ、集会所の

近くに 63本、校庭内に 94本、住宅地に 153本、計 310

本の苗木が植林されました。 

  

交流会は、ヤンゴンで１回、バガンで２回開催されま

した。ヤンゴンのDhamma Vihara僧院での交流会では

小学生が多数出演し、華麗な踊りを披露しました。日本

側は人数が少ないこともあって、今年は恒例の盆踊り

はやめ、日本の歌、手品、マイムマイムダンスと玉送り

競争を行いました。 

  

  

マイムマイムのダンスは、場所が狭いこともあって、

なかなか揃いの形が整いませんでしたが、皆が手をつ

ないで踊るところが大変好評のようでした。 



 

  ウエスト・パッソ―村では、小中学生と大人が日本

の参加者と一緒に、5 種目の運動会に参加し大いに

エキサイトして楽しみました。ミャンマーの小中学校

には、紅白 2 チームに分かれて競う運動会はなく、

初めてということで、競争して走る競技者に、たくさん

の見物者が大声援を送っていました。 

 

二人三脚リレーで前走者を待つ子供達 

チョーカン村でも日本側の演目が少ないため、運

動会を取り入れました。玉送り、二人三脚リレー、 

二人で球運びリレーの 3種目を紅白 2チームに分

かれて競いました。大観衆の見る前で 2チームが走

って競う姿は、村人と先生にとっても初めてのことで

あり、転んだり、失敗したりする様が面白く、大笑いし

ながら楽しんでいました。 

 

             

 これまでに記念の森は下記のようにたくさんの方々か

ら寄贈されています。 

記念の森 2011 2012 2013 2014 2015 計 

2人の森 75 50 30 160  315 

家族の森 425 710 190 450 576 2,351 

企業の森 500   240 400 1140 

恩師の森   1200 30  1230 

計 1,000 760 1,420 880 976 5,036 

今年の植林募金で家族の森576本と企業の森400本

が寄贈されましたので、記念の森の合計は、5,036 本と

なり、全植林数の約 63％になりました。今後とも「記念の

森」募金をより強化していきたいと思います。 

 

インダイン村において、村人に対して、「インダイン村

美化キャンペーン」を提案し、賛意を得ることができまし

た。今後、村人は「村の美化促進委員会」を設立し次の

ような活動を推進することになりました。 

１． ゴミ箱の設置 

２． 学校における環境教育 

３． 定期的（毎月 1～2回）な村の美化活動 

４． ゴミ処理のためのランドフィル（ゴミ捨て場）の建設 

このため、MJET はモニタリングと新たな問題に対応した

協力を進め、インダインモデルの構築に協力します。 
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現在、ミャンマーの小学校の理科教育においては、実験

道具がまったくないために、教科書の絵を見て学習してい

るのが実情です。このため、MJET は今回、タンシンチェ村

の第 28 小学校において、理科教育の改善に役立つ基本

的な実験器具を寄贈しました。 

 

先生たちは大変喜んで受け取られましたが、今後の課

題はこれらの実験道具を使ってどのように教えていくかと

いう教授法です。このため、MJET 学生部が日本の理科教

育の実験をDVDで示した教材を提供して、これらを参考に

教授法を考えていくことになりました。 

 

また、このような理科の実験教育を学生部の活動として継

続するためには、理系の学生会員が不可欠であること、お

よび子供達の身近な村の環境理解から始めた方が効果的

と考えられることから、今後は文系の学生でもアプローチ

がしやすい、村の環境教育に対象を広げ教材を開発し、そ

の中で実験を取り入れて行くことが効果的ではないかとの

指摘があり、学生部で検討していくことになりました。森林

は環境改善に不可欠であり、植林した木々がシロアリや水

不足で枯れていることも生きた教材になると考えます。 

 

タンシンチェ村では、ネリカ米（N3 種）の農地

での試験栽培に、11 人の農家が参加し、9 月早々

に行われることになりました。農業省の農業研究

所の研究員３名が参加して行われた説明会で、試

験栽培の実施が合意され、農民は自分の畑地に 5ｍ

ｘ5ｍのスペースを確保してネリカ米の N3 種をま

くことになり、必要な種子が配布されました。収

穫は 11 月中旬になりますが、その頃は乾季の季節

となるため気温が下がることが予想されており、

これが一つのリスク課題になりそうです。 

 

 

今回の植林ツアーでは体調不良者もなく無事全

員元気にツアーを楽しむことができました。 

 



 

鎧塚ひとみ  

東京外国語大学ビルマ語科 1 年 

初めてのボランティア・海外渡航など、今回の

MJET の活動の全てが私にとって良い経験になっ

た。この植林ツアーではボランティアと観光がどち

らも充実していて内容も濃い物だった。 

 

まず、植林ツアー前半についてだ。2 日間で 2 つ

の村に植林をし、作業を終えてからそれぞれの村

で交流会を行った。簡単な運動会を行ったが、村

人がギャラリーとして沢山集まり、大人も子供も

とても楽しそうにしていた。運動会はミャンマー

にはない行事であるため受け入れてもらえるのか

が心配だったが、みんな真剣に競技を行ってくれ

たので、こちらも楽しく運動会に参加できた。 

 

ゴミゼロ研究では、村人達にゴミの概念をレク

チャーすることから始まった。藤村さんと神田さ

んの話に真剣に話に耳を傾けている様子を見て、

自分の村を良くしようと意欲的であるのだなと感

じた。植林ツアーで村人達と関わって感じたこと

は、多くの村人は協力的で真面目であるというこ

とだ。植林ツアーの前半が充実していたと感じる

のも、村人たちのお蔭であったともいえるのでは

ないだろうか。 

 
植林ツアーでは特に、言葉による意思疎通が十

分に出来ない状況で、村人達と工夫をして交流を

図ったことが最も良い刺激になったと思う。ま

た、村を訪問して実際に村人と交流できたこと

は、今まで現地とのつながりを作ってきた MJET

特有のものだったと感じる。ヤンゴンへの 3 週間

の短期留学だけでは見ることが出来ないミャンマ

ーを体験することが出来たことは、今後ミャンマ

ーを学ぶ上で深く理解することに繋がると思う。

村人との交流は今後ビルマ語を学習していく上

で良い刺激になった。短期留学の後で体力的に

辛いこともあったが、植林ツアーに参加したこ

とは良い経験になった。 

 

バゴーの寝釈迦仏 

 

ヤンゴンから東北東へ約 100km、車で約 1 時間半の

ところに、かつてモン王国の首都であったバゴーがある。

ここには有名なシュエターリャウン・パゴダに 2 つの寝釈

迦仏がある。ひとつは屋内に、もうひとつは屋外にある。 

 
屋内の寝釈迦仏の大きさは、身長 55ｍ。屋外の寝釈

迦は６０ｍ。屋内の寝釈迦はモンの王様が 1000 年も前

に建立したといわれ、王朝の滅亡と共に土に埋もれてい

たが、19 世紀にイギリスの技術者が鉄道を敷設するた

めに現地測量を行っていた時に、発見されたと伝えられ

ている。屋外の寝釈迦は最近になって作られたものであ

る。 

 

ミャンマーの人達は、お弁当を持って家族連れや恋

人・友達同士で、ピクニック気分でやってくる。バゴーに

は有名な占い師のドーチーさんという女性がいて、多くの

人が朝6時から列をなして、自分の運命を占ってもらって

いる。筆者も一度占ってもらったところ、日本に帰国後、4

年以内にミャンマーに戻るとミャンマー人の奥さんをもら

うことになるといわれたが、果たせなかった。 （藤村記） 
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11 月 28，29 日は、芝の増上寺でミャンマー祭りが開

催されます。MJET も例年通り参加し、ブースに出展

いたします。会員の皆さまもご家族、友人とご一緒

にご参加ください。いろいろな演芸会、イベント、展

示とビルマ料理が提供されます。MJET のブースにも

ぜひお出でください。 

 

 

 


